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型 TiO2微結晶は，1000 ℃で 1 時間焼成してもルチル型結晶に転移しないという驚異的な耐熱性を示し
た。また，Al2O3-TiO2 複合ナノ粒子集合体においては，焼成することでアナターゼ型 TiO2微結晶のバン














が約４ nm の超微小 MgO ナノ粒子を合成する画期的手法を世界に先駆けて開発した。得られた粒子は
深紫外発光デバイス開発の鍵物質として期待される。 
以上のように，本研究で新たに編み出された合成手法および得られた各種金属酸化物ナノ粒子集合体は，
ナノ粒子合成，触媒化学，材料化学，応用物理，デバイス工学 等の学問領域で大きな学術的意義を持
つ。従って本申請論文は博士（学術）の学位にふさわしいものと判断される。 
 
２.審査の経過と結果 
（１）平成２８年１月１３日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、5 名がその審査委員と
 して指名された。 
（２）平成２８年２月１２日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２８年２月１７日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
